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	█決算説明を受けての	
FISCOアナリストコメント

・�圧倒的一強の「コンベヤ周辺＝ JRC」を実現しており、リカーリング、M&A、海外で高成長を遂げるこ
とができている。

・�ロボット SI 事業の高成長により、同関連としても注目度も高まってきている。

・�2028 年 2月期で売上高 172 億円、営業利益 23億円、ROE25%以上、10年後に目指す事業規模として、
売上高 750 億円、営業利益 120 億円が掲げられており、今期予想 PER10 倍には、それが織り込まれて
いる状況にないと想定される。

・�継続的かつ安定した配当を行うことを基本方針とし、連結配当性向 30%程度を目安としている配当利
回りは 2.86%と、バリューエーションのみならず、配当も価格の下支え要因となる。
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	█出演者

株式会社 JRC 浜口　稔様代表取締役社長
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	█会社概要

＜ご注意＞

本資料中の業績予想ならびに将来予想は、現在入手可能な情報に基づき、当社の判断により

一定の前提の下に作成されており、リスクや不確定要素等の要因が含まれています。そのため、事業環境の

変化などのさまざまな要因により、これら会社の将来情報と実際の業績とは大きく乖離する可能性があります。

株式会社ＪＲＣ
（東証グロース： ）

年４月

５年 月期通期決算概要・
中期経営計画および

年 月期連結業績予想

JRC　浜口
株式会社 JRC 代表取締役社長の浜口でございます。本日はお忙しいなか当社の通期決算説明会にご出席いた

だき、誠にありがとうございます。

それでは、4 月 14 日に公表しました資料に沿って、2025 年 2 月期通期決算の概要と、長期ビジョンを含む

中期経営計画、ならびに 2026 年 2 月期の見通しについてご説明させていただきます。

会社情報

すべては現場を基本としたリアルから見出し、

まだお客様にない視点での課題の「発見」から、

不をなくすソリューションを通じて

「発展」（ＪＲＣ・お客様・社会）へと繋げていく意志を

『発見を、発展へ』 という

企業スローガンとして表明しています。

企業スローガン

© JRC Co., Ltd.

会社名 株式会社ＪＲＣ （英文社名 ）

本社所在地
大阪本社 大阪市西区阿波座 ＣＡＭＣＯ西本町ビル

東京本社 神奈川県川崎市幸区大宮町 ミューザ川崎セントラルタワー

代表者 代表取締役社長 浜口 稔

創業 年４月（浜口商店 創業）

設立 年３月（株式会社 ）

資本金 千円 年 月 日現在）

従業員 名（連結）（ 年２月末現在）

事業内容

コンベヤ部品の設計・製造・販売及びコンベヤ設備の運用改善・メンテナンス

環境プラントのコンベヤを中心としたマテハン機器の設計・製造・据付・メンテナンス

ロボットを活用した自動設備などの設計・製造・販売

グループ会社

ＪＲＣ ＆Ｍ株式会社

向井化工機株式会社 （ 子会社）

株式会社高橋汽罐工業

吉艾希商事（瀋陽）貿易有限公司

（持分法適用関連会社）

年 月期 通期決算説明資料

当社は大阪市に本社を置き、「発見を、発展へ」を企業スローガンとして、ニッチトップ・リカーリングなコ

ンベヤ部品事業と、製造業としての経験やノウハウを活かしたロボット SI 事業の 2 つの事業を展開してお

ります。
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会社概要

沿革

1961

1991

2014 2018

2021

2018

1997

1989 2016

2023

大阪で創業

コンベヤ製品の

製造・販売を開始

淡路工場（当時の本社工場）へ

ローラ自動組立ラインを導入し

製品の均一化及び増産体制を整備

（株）ＪＲＣ設立
兵庫県三原郡緑町（現南あわじ市）に

新工場（現在の本社工場）を設立

ソリューション
営業を開始

商栄機材（株）

（現 ＪＲＣ ＆Ｍ（株））を

完全子会社化

ロボットＳＩ事業ブランド「ＡＬＦＩＳ※」の展開を開始

当社工場における作業のロボット化も推進
※

シンテゴンテクノロジー（株）より

パラレルリンクロボットＳＩ事業を

譲受

東京証券取引所へ

新規上場

顧客課題の発見、ソリューション提供を通じて事業拡大

近年は積極的な による事業強化も実現

2024
東陽工業（株）を

＆ （株）に
吸収合併

（現

福島工場）

（株）大成を

完全子会社化

（現 ゴム事業部）

© JRC Co., Ltd.

2024
中村自働機械（株）を

完全子会社化

（現 草加工場）

～
～
～

～
～
～

2024
ＪＲＣ Ｃ＆Ｍ（株）が

向井化工機（株）を

完全子会社化

1965
浜口鉄工（株）へ改組

（株）高橋汽罐工業を

完全子会社化

三好機械産業（株）を

吸収合併

（現 香川工場）

2024

2024

（現 ）

を持分法適用関連会社化

2024

年 月期 通期決算説明資料

1961 年の創業以来、「お客様の課題を解決し、社会に貢献する」という考え方を貫き、顧客課題の発見と、

その顧客課題に対するソリューションの提供を通じて事業を拡大してまいりました。

近年では、積極的に M&A を実施し、業容を拡大し続けております。

年 月 ㈱ＪＲＣ設立
年 月 兵庫県三原郡緑町（原南あわじ市）に新工場（現在の本社工場）を設立

年 月 ソリューション営業を開始
年 月 商栄機材㈱（現ＪＲＣ Ｃ＆Ｍ㈱）を完全子会社化

年 月 ㈱大成を完全子会社化
年 月 ロボットＳＩ事業ブランド「ＡＬＦＩＳ※」の展開を開始 当社工場における作業のロボット化も推

進
年 月 シンテゴンテクノロジー（株）よりパラレルリンクロボットＳＩ事業を譲受

年 月 東京証券取引所へ新規上場
年 月 東陽工業㈱を ＆ ㈱に吸収合併

年 月 中村自働機械㈱を完全子会社化
年 月 ＪＲＣ Ｃ＆Ｍ㈱が向井化工機㈱を完全子会社化

年 月 ㈱高橋汽罐工業を完全子会社化
年 月 三好機械産業㈱を吸収合併

年 月 （現 ）を持分法適用関連会社化

© JRC Co., Ltd.

業績推移

売上高

営業利益

年 月期 通期決算説明資料

年の設立以降、時代が直面する課題を解決し、

社会発展の基盤づくりに貢献し続けることにより、

景気耐性の強いビジネスモデルを確立

リーマンショック

新型コロナウイルス

ウクライナ進行

日銀マイナス金利

東日本大震災

消費税引き上げ

バブル崩壊

阪神淡路大震災 第 次トランプ政権

（ より連結 ）

こちらは、当社の創業から現在までの業績の推移です。

これまで国内外において、様々な景況感のなかで事業を展開してまいりましたが、一貫して営業黒字を継続し

ており、景気耐性の強いビジネスモデルを確立しております。
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事業セグメントの変更

事業セグメントの変更

© JRC Co., Ltd.

事業セグメントの変更 主たるエンドユーザー グループにおける主な事業主体

・ ロボット 事業

（旧：中村自働機械・三好機械産業を含む）

・ コンベヤ事業 （国内・海外）

・ 高橋汽罐工業

・ ＪＲＣ Ｃ Ｍ （旧：東陽工業を含む）

・ 向井化工機 （ＪＲＣ Ｃ Ｍ子会社）

製鉄所・セメント工場・

発電所・採石場・鉱山など

食品メーカー・

医薬品メーカーなど

ごみ処理（焼却・リサイクル）

施設、水処理施設、バイオマ

ス発電施設など

事業内容

コンベヤ部品の設計・製造・販売 および

コンベヤ設備の運用改善・メンテナンス

ロボットを活用した自動設備などの

設計・製造・販売

コンベヤを中心としたマテハン機器の

設計・製造・据付・メンテナンス

コンベヤ事業に含まれていた環境プラント向けソリューション事業が成長

「 環境プラント事業 」 としてコンベヤ事業から分離、 新たな成長の柱へ

ロボット 事業

コンベヤ事業

環境プラント事業

コンベヤ事業

2025 年 2 月期においては、事業セグメントの変更を行っております。

これまでコンベヤ事業に含まれておりました環境プラント向けソリューション事業が著しい成長を遂げている

ことから、経営管理区分の見直しを行い、報告セグメントごとの業績をより適切に反映させるために、「コン

ベヤ事業」から環境プラント向けソリューション事業を分離し、当社グループの新たな成長の柱として「環境

プラント事業」を報告セグメントに新たに追加いたしました。

事業セグメントの変更

© JRC Co., Ltd.

＋

水処理施設 バイオマス発電施設

成長性・収益性を兼ね備える

環境プラント事業 直近３年の業績推移

堅調な受注拡大と

＆ による収益改善効果で

売上・利益ともに大きく伸長

確かなモノづくりと自社一貫の対応力

各種環境プラント向けコンベヤ・付帯設備の設計・製作

事業領域とする３つの環境プラント

ごみ処理施設

（焼却・リサイクル）

（単位：百万円）

エプロンコンベヤ ベルトコンベヤ スクリューコンベヤ フライトコンベヤ

貯留ホッパ タンク ダクト

その他
架台・風洞・煙道・
定量供給機など
製作実績多数

据付工事・点検・メンテナンス

日本全国の官公庁衛生関連の

各種施設内における幅広い工程へ

設備の納入・工事実績あり

製品の設計・製作にとどまらず

工事・メンテナンスまで

ワンストップ対応が可能

環境プラント事業 事業概要

年 月期 年 月期 年 月期

売上高 営業利益 営業利益率

環境プラント事業は、ごみ処理施設、水処理施設、バイオマス発電施設の 3 領域を中心に、堅調に成長を続

けています。

特に直近 3 年間は、M&A の効果もあり、売上・営業利益ともに右肩上がりで大きく拡大しています。

当社の強みである「設計・製作から据付・メンテナンスまで一貫対応可能な体制」により、官公庁案件などで

高い信頼を得ており、今後もこの分野を成長ドライバーとして注力してまいります。

会社概要
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会社概要

年 月期連結業績の見通し 【 年 月 日公表内容】

年 月期 業績予想

© JRC Co., Ltd.

（単位：百万円）

年 月期連結業績は、 期連続の増収増益に加え、増配を目指す

年
月期実績

年
月期実績

年 月期連結業績予想 前期比

上期 下期 通期 増減額 増減率

売 上 高 ＋ ＋ ％

コンベヤ部品事業 ＋ ＋ ％

ロボット 事業 ＋ ＋ ％

売 上 総 利 益 ＋ ＋ ％

売上総利益率 ％ ％ ％ ％ ６ ０％ － ＋

営 業 利 益 ＋ ＋ ％

コンベヤ部品事業 ＋ ％

ロボット 事業 △ △ ＋ －

営業利益率 ％ ％ ％ ％ ％ － ＋

経 常 利 益 ＋ ０ ＋ ％

当 期 純 利 益 ＋ ＋ ％

なお、環境プラント事業の分離にともない、昨年 4 月 12 日に公表しましたセグメント収益に対し、次のペー

ジのとおり見直しを行いました。

・
環
境
プ
ラ
ン
ト
事
業
を
コ
ン
ベ
ヤ
事
業

か
ら
分

離
・
セ
グ
ネ
ン
ト
に
配
分
し
て
い
た
全
社
費

用
を
調

整
額
と

し
て
開

示

年 月期事業計画

年 月期 通期決算説明資料
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年
月期実績

年
月期実績

年 月期事業計画 前期比

上期 下期 通期 増減額 増減率

売 上 高 ＋ ＋ ％

コ ン ベ ヤ 事 業 ％

環境プラント事業

ロボット 事業

調整額 △６３ △ △ △９９

売 上 総 利 益 ＋ ＋ ％

売上総利益率 ％ ％ ％ ％ ％ －

営 業 利 益 ＋ ＋ ％

コ ン ベ ヤ 事 業

環境プラント事業

ロボット 事業 △ △ －

調整額 △６６２ △ △ △

営業利益率 ％ ％ ％ ％ ％ － ＋

経 常 利 益 ＋ ＋ ％

当 期 純 利 益 ＋ ＋ ％

コンベヤ事業から環境プラント事業を分離
セグメントに配分していた全社費用等を調整額として開示【 】

（単位：百万円）

また、セグメントの分離に加え、管理費用の配分方法を見直すとともに、報告セグメントに配分していた費用

の一部については、全社費用として「調整額」に含めて開示する方法に変更いたしました。
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	█ 2025 年 2月期　	
通期決算概要、長期ビジョン、中期経営計画
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年 月期
決算説明のポイント

ここからは、2025 年 2 月期通期決算についてご説明いたします。

まずは決算説明のポイントをご覧ください。

決算説明のポイント

年 月期 通期決算説明資料

・ 堅調なコンベヤ事業、環境プラント事業・ロボット 事業の成長 効果により、

前期比で売上高＋ ％、営業利益＋ ％となり、４期連続の増収増益達成

・ リプレイス案件増加、工事・メンテナンス拡大、価格改定効果による安定成長

・ セグメント利益は前期・当期とも四半期 ％以上で推移

・ 食品・医薬業界を中心に、複合案件を獲得するとともにリピート案件が増加

・ 下期より売上利益ともに高水準で推移、事業セグメントとして大きく成長

・ 年 月期は年間 円（中間 円（実施済）、期末 円）の配当を予定

© JRC Co., Ltd.

・ 福島工場（旧東陽工業）に加え、向井化工機のグループインにより、関東方面への展開加速

・ 年 月より環境プラント事業を独立セグメント化

年 月 期

実 績

コ ン ベ ヤ 事 業

ロ ボ ッ ト 事 業

株 主 還 元

環境プラント事業

通期連結業績につきましては、堅調なコンベヤ事業を中心に、環境プラント事業やロボット SI 事業の成長、

M&A 効果などにより、4 期連続の増収増益を達成いたしました。

コンベヤ部品事業では、安定的に成長するとともに、20% 以上の利益率で推移いたしました。

当期より独立セグメントとなった環境プラント事業では、従来からの高い成長性に加え、M&A 効果を余すと

ころなく発揮できたと認識しております。

ロボット SI 事業では、上期に期ズレの影響を強く受けたものの、食品・医薬業界を中心に好調に推移いたし

ました。



本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。

Important disclosures and disclaimers appear at the back of this document.

Briefing Transcription

FISCO Ltd.

https://www.fisco.co.jp

2025 年 4月25日（金）株式会社 JRC
6224  東証グロース市場  機械

08 36

2025 年 2月期　通期決算概要、長期ビジョン、中期経営計画

株主還元につきましては、2024 年 10 月に実施しました中間配当 1 株あたり 13 円に加え、期末 13 円の年間

26 円の配当を予定しております。

© JRC Co., Ltd.

年 月期
通期決算概要

次に、2025 年 2 月期 通期決算の概要についてご説明いたします。

連結通期業績ハイライト

年 月期 通期決算概要

売上高

百万円

前期比 増減

（＋ 百万円）＋

事業計画

百万円

達成率

．

営業利益

百万円

前期比 増減

（＋ 百万円）＋

事業計画

百万円

達成率

．

© JRC Co., Ltd.

・ 堅調なコンベヤ事業、環境プラント事業・ロボット 事業の成長＋ 効果：４期連続増収増益
・ 費用１８ 百万円を除くと営業利益が前期比＋２２ ％の 百万円となり、

オーガニックでも力強く成長

記録更新

記録更新

百万円 （＋ 百万円）＋費用を
除く営業利益

連結通期業績としましては、各事業ともに好調に推移したことと、M&A 効果の即効性もあり、売上高は前年

比 16.8% 増加、営業利益は前年比 8.4% 増加となり、4 期連続の増収増益となりました。

なお、M&A 費用を除けば、営業利益は前年比 22.7% 増加の 15 億 5 千 9 百万円となり、オーガニックでも

力強く成長いたしました。

また、達成率につきましても 98.6% となり、ほぼほぼ計画水準での着地となりました。
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連結売上高・営業利益の推移 四半期

© JRC Co., Ltd.

（単位：百万円） （単位：百万円）

売上高 営業利益

年 月期 通期決算概要

年 月期 年 月期 年 月期 年 月期

（ ）
（ ）

（ ）

（■： 費用）

第 四半期は、引き続き好調なロボット 事業と、向井化工機・高橋汽罐工業の業績寄与により、
四半期売上高が創業初の 億円超を達成する一方、営業利益は横ばいで推移

（ ）

第 4 四半期の連結業績につきましては、第 3 四半期から引き続き好調なロボット SI 事業と、当社グループと

なりました向井化工機ならびに高橋汽罐工業の業績寄与により、四半期売上高が創業初となる 30 億円超を達

成いたしました。

連結損益計算書

年 月期 年 月期
前期比

通期 通期

売 上 高 ％

売 上 総 利 益 ９５７ ％

売上総利益率 ％ ６ ９％ ％ ％ ％ ＋

営 業 利 益 ３９６ ％

営業利益率 ％ ％ ３％ ％ ％ ％ △

経 常 利 益 ０７ ＋ ％

当 期 純 利 益 ７ ＋ ％

４５７ ＋ ％

© JRC Co., Ltd.

（単位：百万円）

年 月期 通期決算概要

以上の結果、2025 年 2 月期の通期連結業績は、

売上高		 110 億 6 千 4 百万円

営業利益	 13 億 7 千 8 百万円

経常利益	 14 億 7 百万円

当期純利益	 10 億 7 千 8 百万円

となりました。
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安
定
性
＋
高
収
益
性
両
立

コンベヤ事業 連結通期業績ハイライト

年 月期 通期決算概要（セグメント別）

売上高

百万円

前期比 増減

（＋ 百万円）＋

事業計画

百万円

達成率

．

営業利益

９百万円

前期比 増減

（＋ ９百万円）＋ ８
事業計画

百万円

達成率

．

© JRC Co., Ltd.

・ リプレイス案件増加、工事・メンテナンス拡大、価格改定効果による安定成長

・ 高橋汽罐工業の 費用９ 百万円を除けば、営業利益率が ％と高水準

記録更新

記録更新

百万円 （＋ 百万円）＋ ．
費用を除く

セグメント利益

次に、セグメント別業績についてご説明いたします。

コンベヤ事業の通期業績につきましては、旺盛なリプレイス需要や工事・メンテナンスの拡大、また、下期か

らの価格改定効果などにより、売上高は 10.0% 増加の 79 億 7 千 2 百万円、営業利益は 1.8% 増加の 16 億 9

千 9 百万円となりました。

こちらも高橋汽罐工業の M&A 費用 9 千 3 百万円を除けば、営業利益は前年比 7.4% 増加の 17 億 9 千 3 百万

円となり、営業利益率が 22.5% まで高まります。

安
定
性
＋
高
収
益
性
両
立

安定性＋高収益性両立

コンベヤ事業 売上高・営業利益の推移 四半期

© JRC Co., Ltd.

（単位：百万円） （単位：百万円）

売上高 営業利益

・ 堅調なコンベヤ事業 高橋汽罐工業の 取り込みによる売上増加

・ 四半期ごとの営業利益率は 期とも ％以上で推移

年 月期 通期決算概要 セグメント別

（■： 費用）

【安定性＋高収益性】

年 月期 年 月期 年 月期 年 月期

（ ）
（ ）

（ ）

第 4 四半期の業績につきましては、堅調なコンベヤ事業に高橋汽罐工業が加わったことで、売上高は前年同

期比 7.4% 増加の 20 億 8 千 9 百万円となりました。

なお、四半期ごとの営業利益率につきましては、前期、当期ともに 20% 以上で推移しており、安定性と高収

益性の両立を実現しております。
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コンベヤ事業 受注状況の推移

© JRC Co., Ltd.

（単位：百万円）

年 月期 通期決算概要 セグメント別

第 四半期に獲得した海外大型案件に加え、年間通じて旺盛なリプレイス需要や
工事・メンテナンス案件の増加により、受注残高が前期末比９．６％増加

年 月期 年 月期

受注高 受注残高

受注状況としましては、第 1 四半期に獲得しました海外大型案件に加え、年間通じて旺盛なリプレイス需要や

高橋汽罐工業の工事案件やメンテナンス需要が増加するなど、前期未比の受注残高が 9.6% 増加いたしました。

環境プラント事業 連結通期業績ハイライト

年 月期 通期決算概要（セグメント別）

売上高

百万円

前期比 増減

（＋ 百万円）＋

事業計画

百万円

達成率

．

営業利益

百万円

前期比 増減

（＋ 百万円）＋

事業計画

百万円

達成率

．

© JRC Co., Ltd.

・ 福島工場（旧東陽工業）に加え、向井化工機のグループインにより、関東方面への展開加速

・ 環境プラント向けソリューションの著しい成長により、独立セグメント化

記録更新

記録更新

４９ 百万円 （＋ 百万円）＋費用を
除く営業利益

当期よりコンベヤ事業から分離しました環境プラント事業につきましては、福島工場に加え、神奈川県に位置

する向井化工機が新たに当社グループに加わったことで、これまで展開しきれていなかった関東方面のユー

ザーに対しても、JRC グループとして積極的にアプローチすることができるようになりました。

その結果、売上高は前年比 39.6% 増加の 21 億 5 千 2 百万円、営業利益は前期比 75.1% 増加 4 億 5 千 1 百

万円となりました。
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環境プラント事業 売上高・営業利益の推移 四半期

© JRC Co., Ltd.

（単位：百万円） （単位：百万円）

売上高 営業利益

ごみ処理施設や水処理施設からの強い引き合いと、向井化工機のグループインにより、
売上高が急角度で成長

年 月期 通期決算概要 セグメント別

（■： 費用）

（ ）

年 月期 年 月期 年 月期 年 月期

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

第 4 四半期の業績につきましては、ごみ処理施設や水処理施設からの強い引き合いにより、売上高が急角度

で成長いたしました。

環境プラント事業 受注状況の推移

© JRC Co., Ltd.

（単位：百万円）

年 月期 通期決算概要 セグメント別

・ 事業の特性により、受注の山谷が生じるものの、通期では受注高が前期比 ％増加

・ 期末受注残高が 億円超で推移し、今後のさらなる成長を下支え

年 月期 年 月期

受注高 受注残高

受注状況としましては、官公庁や大手企業など、年度予算に強く影響するユーザーが多いことから、受注の山

谷が生じておりますが、通期では前期比で 45.8% 増加するなど、極めて強い受注環境であります。

また、期末受注残高が 20 億円超で推移するなど、今後のさらなる成長を下支えする事業に成長するものと期

待をしております。
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売上高

９百万円

前期比 増減

（＋ ４百万円）＋ ４．２
事業計画

百万円

達成率

．８

営業利益

百万円

前期比 増減

＋ ％

事業計画

百万円

© JRC Co., Ltd.

ロボットＳＩ事業 連結通期業績ハイライト

年 月期 通期決算概要 セグメント別

記録更新

・ 食品・医薬業界を中心に、複合案件（大規模）を獲得するとともにリピート案件（高利益率）が増加、
プロダクトミックスの改善が進む

・ 費用を除く営業利益が 百万円（営業利益率７ ％）となり、概ね計画達成

百万円 ＋ ４百万円 ９．２費用を
除く営業利益

記録更新

．（ 百万円）

達成率

次に、ロボット SI 事業の通期業績につきましては、食品・医薬業界を中心に、複合案件を獲得するとともに

リピート案件が増加し、プロダクトミックスの改善が進みました。

その結果売上高は前期比 34.2% 増加の 9 億 9 千 9 百万円、営業利益は前期比 378.3% 増加の 2 千 5 百万円と

なりました。

なお、M&A 費用を除くと営業利益が 6 千 9 百万円、計画比 99.2% となり、概ね計画達成となります。

ロボットＳＩ事業 売上高・営業利益の推移 四半期

© JRC Co., Ltd.

（単位：百万円） （単位：百万円）

売上高 営業利益（損失）

・ 上期に顧客都合による期ズレの影響を大きく受けるものの、下期は売上利益ともに高水準で推移
・ 効果も加わり、通期において売上計画を達成

年 月期 通期決算概要 セグメント別

（■： 費用）

年 月期 年 月期

年 月期 年 月期

（－ ）

（ ）

上期には顧客都合による期ズレの影響を大きく受けましたが、下期は M&A 効果も加わり、売上利益ともに高

水準で推移いたしました。
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ロボットＳＩ事業 受注状況の推移

© JRC Co., Ltd.

（単位：百万円）

年 月期 通期決算概要 セグメント別

年 月期 年 月期

受注高 受注残高

・ 中村自働機械（現 草加工場）の本格稼働～共同技術提案 ⇒ 複合案件（ライン規模）の受注獲得

・ オーガニック成長＋ 効果 ⇒ 受注拡大（前期比＋ ％）

受注状況としましては、食品・医薬業界からの強い自動化ニーズとこれまでの納入実績に基づくリピート案件

の増加に加え、旧中村自働機械との共同技術提案により、複合案件の受注を獲得いたしました。

また、受注残高につきましても、引き続き高水準で推移しております。

セグメント業績

年 月期 通期決算概要（セグメント別）

© JRC Co., Ltd.

２０２４年２月期 年 月期
前期比

通期 通期

売 上 高

コ ン ベ ヤ 事 業 ７３ ％

環境プラント事業 ５４４ ５６９ ６３６ ％

ロボット 事業 ３３ ７６ ４６２ ４２７ ９ ４．２％

調整額 △６３ △ ０ △５１ △７ △６０

営 業 利 益 ２５４ ３６９ ３６０ ３６６

（率） ％ １０．８％ １５．３％ １２．１％ １１．７％ １２．５％ △０．９

コ ン ベ ヤ 事 業 ９ ４０４ ４３５ ３９８ ４６１ ９ ％

（率） ％ ２１．０％ ２２．１％ ２０．０％ ２２．１％ ％ △

環境プラント事業 ５ ９６ １７１ １２５ ５７ ％

（率） ％ ２４．１％ ３１．５％ ２２．１％ ９．１％ ％

ロボット 事業 △４１ △５２ ７８ ４０ ３ ３％

（率） ％ ー － １７．０％ ９．６％ ６％ ９

調整額 △６６２ △２０５ △１５７ △２４２ △１９４ △７９９

（単位：百万円）

なお、冒頭にご説明しましたとおり、報告セグメントに配分していた費用の一部については、全社費用として

「調整額」に含めての計上となったことから、連結業績に対するセグメント収益はご覧のとおりとなりました。
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連結貸借対照表

資 産 年 月末 年 月末 増減額 備 考

流動資産 ＋ 主な要因： 連結子会社増加による現金及び預金の増加

固定資産 ＋

有形固定資産 ＋ 主な要因： 連結子会社増加による増加

無形固定資産 ＋ うち、のれん 百万円

投資その他資産 ＋ 主な要因： 連結子会社増加による増加

資産合計 ＋

負 債

流動負債 ＋ 主な要因： 資金調達のための短期借入金の増加

固定負債 △

負債合計 ＋

純資産

純資産合計 ＋ 主な要因： 利益剰余金の増加（△配当、△ 行使、＋当期利益）

自己資本比率 ％ ． ％ △

© JRC Co., Ltd.

年 月期 通期決算概要

（単位：百万円）

次に、連結貸借対照表について、ご説明いたします。

総資産は、前連結会計年度末に比べて 29 億 5 千 9 百万円増加し、130 億 1 千 4 百万円となりました。これ

は主に、連結子会社の増加に伴う現金および預金の増加 9 億 7 千 8 百万円、有形固定資産 5 億 7 千 5 百万円

の増加、投資その他の資産 7 億 3 百万円の増加によるものです。

負債は、前連結会計年度末に比べて 21 億 4 千 2 百万円増加し、84 億円となりました。これは主に、M&A

資金調達による短期借入金 16 億 1 千 7 百万円の増加によるものであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べて 8 億 1 千 6 百万円増加し、46 億 1 千 4 百万円となりました。

以上の結果、自己資本比率は 2.4 ポイント減少し、35.4% となりました。

実績

年 月期 通期決算概要

© JRC Co., Ltd.

年
月期

年
月期

計画 達成率

通期 通期

全 社

売 上 高 ％

営 業 利 益 ％

営 業 利 益 率 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ △

コ ン ベ ヤ 事 業

ソリューション
売 上 高

６ ％

ソリューション
売 上 高 比 率

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ △

ロボット 事業

受 注 高 ％

営 業 利 益 △４１ △５２ ７８ ４０ ％

（単位：百万円）

2025 年 2 月期の KPI 計画に対する実績につきましては、連結売上高以外、残念ながら未達となりました。

とりわけソリューションにつきましては、昨夏の長期に渡る酷暑により、現場の稼働率が低下したことで、十

分なソリューション提案ができなかったことが主な要因であります。

2025 年 2月期　通期決算概要、長期ビジョン、中期経営計画
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長期ビジョン

ここからは、当社が描く「長期ビジョン」についてご説明いたします。

10 年後を見据えた事業構想と、目指す企業像について、定量・定性の両面からお伝えしてまいります。

年後に目指す姿

長期ビジョン

© JRC Co., Ltd.

長期
ビジョン 時代が直面する課題を解決する トータルソリューションプロバイダー

年後に目指す姿

既存事業と新規事業のそれぞれにおけるトータルソリューションの創出と売上高拡大

年後に目指す事業規模（連結）

の企業グループを目指す

日本で圧倒的一強の
「コンベヤ周辺＝ 」

コンベヤ事業（国内）

海外市場における強い
ブランドと競争力

コンベヤ事業（海外）

環境コンベヤおよび周辺
分野で国内トップシェア

環境プラント事業

食品・医薬品領域での
ロボット

ロボット 事業 新規事業

社会課題の解決に
つながる新規事業の創造

各事業を 億円規模へと成長させ、国内市場の強化と海外市場の拡大を加速。

総売上 億円規模のグローバル企業グループへ進化する。

売上高

億円

営業利益率

％以上

営業利益

２０億円

JRC グループは、10 年後に売上 750 億円・営業利益 120 億円・営業利益率 16% という目標を掲げ、持続的

な成長を目指します。

国内ではコンベヤ分野での圧倒的な存在感を維持しつつ、海外展開や環境・ロボット SI といった成長領域の

強化を進めてまいります。

さらに、新規事業を創出し、社会課題の解決に貢献するトータルソリューションプロバイダーを目指してまい

ります。

2025 年 2月期　通期決算概要、長期ビジョン、中期経営計画
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ＪＲＣグループの成長イメージ

長期ビジョン
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グループ 成長イメージ

現在 年後

３

４

５

３

４

国内コンベヤ事業（部品×ソリューション×メンテナンス）の成長

東南アジアを起点とした海外市場への展開の加速

環境プラント向けソリューション事業の更なる拡大

高成長のロボット 事業による更なる市場獲得

１

２

５ 社会課題の解決につながる新規事業の創造と基盤構築 積極的な

＆
活用

各事業領域

拡大
とともに

新規事業を創出

こちらのスライドは、JRC グループが 10 年後に向けて描く成長シナリオを示しています。

国内のコンベヤ事業では、「部品×ソリューション×メンテナンス」の三位一体による強みをさらに磨き上げ

るとともに、海外市場では東南アジアを起点に JRC ブランドの展開を強化します。

また、環境プラントやロボット SI 事業といった高成長分野にも注力し、M&A も活用しながら、社会課題の

解決につながる新規事業を創出していきます。

ニッチトップ・リカーリング×高成長事業による持続的な成長エンジン

長期ビジョン

© JRC Co., Ltd.

社会課題解決

企業価値向上

現在 未来

ニッチトップ・
リカーリングの

新規事業の創出

国内コンベヤ事業

高収益
再投資の源泉

安定成長のコア事業

グループ拡大の牽引役として再投資

未来を担う高成長事業

（成長ドライバー）として

集中的な成長投資

海外コンベヤ事業

環境プラント事業

ロボット 事業

国内コンベヤ事業

人的資本・ ・ ＆ への投資

ロボット 事業 環境プラント事業

海外コンベヤ事業

それぞれが
収益柱へと成長し
次なる再投資へ

海外コンベヤ事業

環境プラント事業

ロボット 事業

国内コンベヤ事業

・ 国内コンベヤ事業での安定収益を軸に、再投資による成長循環を構築

・ 高成長事業への投資を通じ、グループ全体の中長期的な利益拡大と企業価値向上を図る

当社の成長戦略の根幹は、リカーリング収益を生む国内コンベヤ事業による安定収益を基盤とし、その利益を

高成長事業へ再投資していくモデルです。

ロボット SI、環境プラント、そして海外事業は、今後のグループ成長を牽引するエンジンとして、集中投資

を行ってまいります。

各事業がそれぞれ収益柱へと成長し、さらに次の成長へ再投資されるという「成長の循環構造」を構築し、中

長期での企業価値向上を目指してまいります。

2025 年 2月期　通期決算概要、長期ビジョン、中期経営計画
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中期経営計画

ここからは中期経営計画のご説明に移ります。

本中計は、2026 年 2 月期から 2028 年 2 月期までの 3 年間を対象としています。

中期経営計画の位置づけ ～長期ビジョン実現に向けて～

中期経営計画（ 年 月期〜 年 月期）の全体像

© JRC Co., Ltd.

年 月期 年 月期 年 月期 年 月期 年 月期

＆

中期経営計画

年 月期〜 年 月期

成長
加速期

飛躍期

長期ビジョン

売上高 百万円

営業利益 ０百万円

営業利益率 ％

２５％以上

年 月期 目標

（ ＆ による＋αを含まず）

（単位：百万円）

売上高 百万円

営業利益 百万円

営業利益率 ％

年 月期 実績

売上高 計画）

売上高（実績）

営業利益率

＆

中計最終年度である 2028 年 2 月期には、売上高 172 億円、営業利益 23 億円、営業利益率 13.4%、そして

ROE25% 以上の達成を目指します。

2025 年 2 月期の実績と比較すると、売上・利益ともに大きな伸びを計画しており、特に収益性を伴う成長に

重点を置いています。

M&A による上乗せはこの数値には含んでおらず、あくまでオーガニック成長に基づく堅実な計画となって

います。

2025 年 2月期　通期決算概要、長期ビジョン、中期経営計画
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年後の業績目標

中期経営計画（ 年 月期〜 年 月期）の全体像

© JRC Co., Ltd.

年 月期（実績） 年 月期（計画）

ロボット 事業

環境プラント事業

コンベヤ事業

（単位：百万円） （単位：百万円）

売上高 営業利益

年間で全社の売上・利益ともに約 ６倍に拡大する収益成長を目指す

年 月期（実績） 年 月期（計画）

ロボット 事業

環境プラント事業

コンベヤ事業

※調整額（全社費用等）を除く※調整額（全社費用等）を除く

各セグメントごとの売上と営業利益の計画です。

コンベヤ、環境プラント、ロボット SI のいずれの事業も大きく成長し、3 年間で連結では売上・利益ともに約 1.6

倍の拡大を見込んでおり、全体でバランスの取れた成長を目指しています。

それぞれの市場特性や成長ドライバーを活かしながら、事業ポートフォリオ全体としての収益性を底上げして

まいります。

中長期的な成長戦略を支える大方針と５つの基本方針

中期経営計画（ 年 月期〜 年 月期）の全体像

© JRC Co., Ltd.

持続可能な成長戦略を加速し、資本効率を高める経営を目指す

事業戦略 ・ 事業セグメントの強化と 推進により、収益力と成長の最大化を目指す

財務戦略・資本政策 ・ 資本効率を高めながら企業価値の最大化を目指す

人的資本強化 ・ 人的資本へ投資を行い、個人価値及び企業価値の向上を通じて社会価値の向上を目指す

戦略 ・ を経営戦略に組み込み、収益性・資本効率・意思決定力を高め、企業価値向上を目指す

サステナビリティ ・ 「持続可能な社会の実現」と「中長期的な企業価値の向上」の両立を目指す

大方針

当社の中期経営計画は、持続可能な成長戦略の実現と資本効率の最大化を両立させることを目的としています。

その実現のために、5 つの重点方針を掲げています。

事業戦略では、3 事業セグメントの強化と M&A 推進による成長加速、財務・資本政策では資本効率を高める

体制整備、そして人的資本・DX・サステナビリティを全社横断的に推進することで、企業価値の継続的な向

上を図ってまいります。

2025 年 2月期　通期決算概要、長期ビジョン、中期経営計画



本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。

Important disclosures and disclaimers appear at the back of this document.

Briefing Transcription

FISCO Ltd.

https://www.fisco.co.jp

2025 年 4月25日（金）株式会社 JRC
6224  東証グロース市場  機械

20 36

	█事業概略、財務戦略・資本政策、	
人的資本強化
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事業戦略

それでは、当社の事業戦略についてご説明いたします。

成長を加速する３つの事業戦略の全体像

事業戦略

© JRC Co., Ltd.

成
長

国内

成
長

成
長

環境プラント事業 ロボット 事業コンベヤ事業

市場環境認識

海外

市場環境認識 市場環境認識

安定成長 × 差別化競争激化

拡大一途の成長マーケット

中長期的な戦略

国内

海外

トータルソリューション拡大

東南アジアを起点に展開加速

更新需要 × 脱炭素 × 行政効率化

三方向からの追い風

中長期的な戦略

ワンストップ強化 × 隣接領域拡張

＋ 組織・営業体制強化

人手不足 × 低生産性 × 労災リスク

の構造課題で高需要・高成長

中長期的な戦略

食品・医薬品業界注力×複合ライン提案

＋ による高度化

唯一無二の“プチラインビルダー”へ

事業それぞれが市場環境を捉え、独自の強みを活かし、 ＆ も活用しながら成長ポテンシャルの最大化を目指す

当社は、コンベヤ・環境プラント・ロボット SI という 3 事業において、それぞれに最適な成長戦略を展開し

ています。

それぞれの市場環境を正しく捉えたうえで、独自の強みとポジショニングを活かし、M&A も活用することで、

成長ポテンシャルを最大化してまいります。
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【国内】 “総合力”でシェア５２％のトップポジションをさらに強固に

事業戦略

© JRC Co., Ltd.

ー 市場環境認識 ー

国内コンベヤ部品市場を取り巻く状況

「部品 × ソリューション × メンテナンス」による総合力で、市場の変化に柔軟に対応し、長期的な競争優位と顧客接点を強化

国内コンベヤ事業の対応方針

部品 ソリューション メンテナンス× ×

コンベヤ設備の点検・保守・

修繕・各種工事等のサービス

顧客の現場課題に応じた設計・

提案による高付加価値提供

消耗品や予備品などの

販売を通じた顧客接点の起点

独自の３本柱モデルで競合優位を鮮明化し

「総合力」 で長期安定成長と更なるシェア拡大へ

コンベヤ事業

安定成長と市場淘汰の二極化が進行へ

● 安定した更新需要を背景に堅調な市場が続く見込み

● 長期的には大型インフラ投資は今よりも限定的と予測

● 「売って終わり」の部品メーカーは市場淘汰の可能性

ユーザー現場の技術者不足と改善ニーズ

● メンテナンス要員の高齢化・不足により、人員確保が課題

● 設備の改善（生産性向上・安全化・延命化）ニーズが高まる

技術トレンド（予知保全・省力化）の高まり

● 活用によるコンベヤの状態監視・異常検知が進展へ

● 故障予兆の早期把握や保守省力化の技術が求められる

国内コンベヤ市場は、更新需要に支えられた安定成長が続く一方、市場構造の変化と人手不足といった課題が

存在します。

当社は、「部品」「ソリューション」「メンテナンス」の 3 本柱を軸とした総合力を活かし、競合との差別化を

明確化します。

技術者不足や省力化ニーズに応える体制を構築することで、顧客との接点を深め、長期的な収益基盤を築いて

まいります。

【国内】 コンベヤ事業の基本戦略 ～３本柱の相乗効果による成長拡大～

事業戦略
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「継続的な収益獲得 × 単価アップ × 顧客接点の維持強化」 による多層・循環型モデルで、事業の成長性と収益性の両立を実現

コンベヤ事業

メンテナンス

ソリューション

部品

課題解決による信頼向上 ＋ 継続的アップセル

販売機会の増加 ＋
高付加価値化

長期契約化 ＋
安定収益の確保

消耗品や予備品などの
販売を通じた顧客接点の起点

顧客の現場課題に応じた設計・
提案による高付加価値提供

コンベヤ設備の点検・保守・
修繕・各種工事等のサービス

点検・保守時の消耗品交換で
継続的な部品売上を創出

標準部品の提供を起点に
高単価な機能製品へ拡張

ソリューション導入後、
定期メンテ契約で 向上

コンベヤ事業では、部品販売からソリューション提案、そしてメンテナンス契約へとつながる多層的なモデル

を構築してまいります。

消耗品の継続販売によるリカーリング収益に加え、現場改善提案による高付加価値化、さらに定期メンテナン

スによる LTV 向上といった形で、収益性と安定性を両立しています。

単発の取引にとどまらず、長期的な信頼関係をベースとしたビジネスモデルの強化を進めてまいります。

事業概略、財務戦略・資本政策、人的資本強化
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事業戦略
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コンベヤ事業

● ソリューション売上の更なる拡大

・ パートナー代理店との提携件数を拡大し、効率的に拡販
・ 現場改善提案～メンテナンスで、部品売上を安定化

● メンテナンス事業の拡大

・ 常駐メンテ契約先の拡充、定修工事でのスケールアップ
・ 高橋汽罐工業や ＆ 先とのシナジー活用・サービス強化
・ パイプコンベヤなど新規領域展開によるアップサイド

● ＋αの成長要素（遠隔監視・コンベヤ全体設計）

・ 遠隔監視・異常検知システムの開発・サービス立ち上げ
・ コンベヤ全体設計による事業拡大（部品受注から全体受注へ）

売上高

（単位：百万円）

「部品 × ソリューション × メンテナンス」のトータルソリューションを推進

・ ２０２ 期 売上高１ ０億円※規模へ （ 期比：約 ５１％）

・ ２０２ 期 営業利益 億円※規模へ （ 期比：約 ％）

【国内】 リカーリング収益基盤を堅守しつつ、高付加価値化で成長拡大

年 月期（実績） 年 月期（計画）

営業利益

（単位：百万円）

年 月期（実績） 年 月期（計画）

※ 海外を含む

※ 海外を含む

※ 海外を含む

今後は、ソリューション提案の拡充とメンテナンス事業の深化に加え、新領域である遠隔監視やコンベヤ全体

設計にも取り組みます。

ソリューションパートナー代理店との提携拡大や、M&A 先とのシナジー活用を通じ、案件の大型化・高単価

化を推進。

これらの取り組みにより、国内コンベヤ事業の売上は 2025 年比で約 51% 増、120 億円規模へと成長させて

まいります。

【海外】 桁違いの市場が広がる、世界のコンベヤ部品市場のポテンシャル

事業戦略

© JRC Co., Ltd.

・ 今後３か年のメインターゲットとするアジア市場の合計規模は約 億円に上る見込み（ 年予測）

・ 世界全体では、 年から 約４．７％で成長、 ５年には約 億円規模まで拡大し、事業成長余地が極めて高い

コンベヤ事業

中長期的に
市場シェア獲得を
目指すマーケット

日本市場

（２０２ 年予測）

約 億円

アジア市場

８年予測

約 億円

世界市場

年予測

約 億円

世界市場のオーガニックな成長率

年

世界合計

約 ３ １ 億円

８年予測

アジア市場合計

約 億円

８年予測

日本市場 年予測

年対比 約 倍

約 ％

本中計期間における
メインターゲット市場

急
速
に
拡
大
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場

世界合計

約 億円規模
年予測

ドル＝ 円換算

年後

年後

年後

年後

※ 出所： 社 「コンベアアイドラー市場レポート グローバル市場シェア・ランキング」 年から 年は 年から 年までのデータを指数平滑法で算出

当社が注目するコンベヤ部品市場は、国内市場に比べて桁違いのスケールがあります。

特にアジア市場は、2028 年時点で 1,300 億円超、世界全体では 3,100 億円規模が予測されており、CAGR

約 4.7% で成長を続けています。

2035 年には約 4,100 億円まで拡大する見通しであり、JRC としては、この拡大するグローバル市場に対して

着実にシェアを広げていくことで、長期的な成長を確実に取り込んでいきます。

事業概略、財務戦略・資本政策、人的資本強化
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【海外】 東南アジア市場への展開強化を足掛かりにグローバル売上拡大へ

事業戦略

© JRC Co., Ltd.

「東南アジア市場」を中心に展開拡大し、「その他海外市場」にも進出を推進

中期的には海外事業の売上高 億円規模、長期的には 億円規模を目指す

コンベヤ事業

売上高

（単位：百万円）

● 東南アジア市場シェアの拡大

・ タイ 貿易拡大・主要産業（発電・セメント・製糖）への展開
・ インドネシア 営業基盤拡充・新規市場開拓
・ ベトナム 現地生産拠点の設立・ 市場への輸出拡大

● その他グローバル市場の開拓

・ 規格（グローバルスタンダード）対応製品の開発・販売拡大
・ グローバルパートナー企業との連携による販売ネットワーク構築
・ 総合商社との協業によるその他グローバル市場への展開

● ＋αの成長要素（マーケティング強化）

・ 海外オンラインマーケティングの強化 期

（実績）

期

（計画）

期

長期目標

億円

億円

具体的な施策としては、まず東南アジア市場に注力します。

タイでは貿易拡大と発電・セメント・製糖といった主要産業への展開、インドネシアでは営業基盤の拡充、ベ

トナムでは現地生産体制の構築など、国ごとの戦略を強化しています。

さらに、CEMA 規格対応製品の開発や、グローバルパートナーとのネットワーク構築、総合商社との連携も

進めており、2028 年には海外売上 10 億円、長期的には 150 億円を目指してまいります。

社会課題を追い風に拡大する環境プラント市場

事業戦略

© JRC Co., Ltd.

ー 市場環境認識 ー

環境プラント事業を取り巻く状況

「更新需要」「脱炭素」「官民の業務効率化」が重なり、ごみ処理・水処理・バイオマスの 領域で事業拡大の機会が広がる

環境プラント事業

環境プラントの老朽化と更新需要

● 平成初期に整備された施設の老朽化が進行

● 設備の更新・延命化にむけた改修（基幹改良）が急務

カーボンニュートラル推進

● 削減と資源循環に向けたプラント整備需要

● 再生可能エネルギー（バイオマス発電）の需要継続

● 地方自治体のエネルギー地産地消ニーズの高まり

官公庁の施設管理効率化ニーズ

● 人員減・専門知識不足により業務効率化が急務

● 施設・設備の一括管理、民間活用の進展・活発化

バイオマス発電施設

億円

水処理施設

ごみ処理施設

億円

億円

当社シェア

施設カバー率

当社シェア

施設カバー率

当社シェア

施設カバー率

当社環境プラント事業

約 億円
（ 年 月期実績）

環境
プラント向け

ソリューション

ターゲットとする３領域の国内市場規模※

※本スライドに記載の市場規模は、当社（ および向井化工機）が参入可能と想定する対象領域に基づき独自に推計したもの。ごみ処理施設は、環境省「一般廃棄物の排出及び処理状況等（令和 年度）」等を基に、対象炉形式・受注単価から当社が試算。
水処理施設は、向井化工機の神奈川県内取引状況を基に全国推計を行い試算（全国施設数：約 施設）。バイオマス発電施設は、富士経済「バイオマス利活用装置・プラント市場調査（ 年）」の市場規模に、当社対応工事範囲を乗じて推計。

環境プラント市場は、今まさに構造的な更新需要と社会課題によって成長機会が拡大しています。

平成初期に整備されたごみ処理・水処理施設の老朽化により、更新ニーズが急速に高まり、また、脱炭素や自

治体の業務効率化といった流れが後押しとなっています。

当社のシェアや施設カバー率は概ね数パーセント台にとどまっており、今後のシェア拡大の余地は極めて大き

いと捉えています。

事業概略、財務戦略・資本政策、人的資本強化
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事業戦略
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● ワンストップサービスの強化

・ 設計・製作・据付・メンテナンスを一貫提供できる強みの更なる強化
・ 製作工程の内製化による利益率改善を持続的に推進

● バリューチェーン隣接領域への進出

・ ＆ を活用し、既存事業とシナジーのある分野へ進出
・ 各施設の前後工程についても設計・製造・据付・メンテナンスに対応

● ＋αの成長要素 （クロスセル＋人員増強）

・ 既存＋新規 ＆ 先の顧客へのクロスセルによるトップライン拡大
・ 現場監督や営業人員を増強し、リソース不足による機会損失を最小化

「ワンストップの強化」と「バリューチェーン隣接領域への進出」を推進

・ ２０２ 期 売上高 億円規模へ （ 期比：約 ％）

・ ２０２ 期 営業利益 億円規模へ （ 期比：約 ３％）

ワンストップ体制強化とバリューチェーン領域拡張でシェア拡大へ

環境プラント事業

売上高

（単位：百万円）

年 月期（実績） 年 月期（計画）

営業利益

（単位：百万円）

年 月期（実績） 年 月期（計画）

当社の環境プラント事業においては、設計・製作・据付・メンテナンスまでを一貫対応できる体制が最大の強

みです。

このワンストップ体制をさらに強化することで、顧客であるプラントメーカー各社、ひいてはその先の自治体

や官公庁からの信頼をより高め、選ばれる存在になることを目指します。

また、M&A を通じて前後工程を含むバリューチェーン領域への拡張にも取り組み、顧客単価と市場シェアの

同時拡大を狙ってまいります。

売上目標は 2025 年比で約 1.4 倍、31 億円規模を目指しています。

食品製造業の課題とロボット に求められる社会的役割

事業戦略
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人手不足、生産性課題、労災リスク――食品製造業が抱える つの課題が、ロボット への期待を高めている

ロボット 事業

ー 市場環境認識 ー

食品製造業を取り巻く状況

人手不足が常態化し、依存度も高い業界構造

● 生産年齢人口の減少により、特に地方での人材確保が深刻化

● 有効求人倍率は全産業平均 倍を大きく上回る 倍

● パートタイム就業者の比率が約 割と高く、人的安定性に課題

に占める重要産業ながら、生産性は最下位水準

● 製造業全体の の 、 の雇用を支える基幹産業

● 付加価値額は全産業平均の 倍／製造業の 倍

● 構造的な低生産性領域であり、改革余地が大きい

労働災害最多、衛生基準も厳しく、自動化ニーズ顕在化

● 製造業における死傷者数の を食品製造業が占める

● 安全性・清潔性・生産安定性の観点からも、ロボット需要は明白

食品製造業の付加価値額 業種別の労働災害発生状況

生産性の抜本的な改善には
工程自動化とロボット活用が不可欠

労災削減・安全強化には
人手に依存しない体制づくりが急務

人当たりの付加価値額（千円）

全産業

製造業
倍
（ ）

輸送用機械器具
製造業

倍
（ 倍）

食品製造業
倍

（ 倍）

電気機械器具
製造業

倍
（ 倍）

電子部品・デバイス・
電子回路製造業

倍
（ 倍）

出所： 経済産業省「令和 年企業活動基本調査（令和 年度実績）」より当社集計（ ） 出所： 厚生労働省「労働災害統計」（平成 年 月末累計）

全製造業の中で「食料品製造」の

発生件数が圧倒的に多い

ロボット SI 事業は、社会的ニーズの高まりを背景に大きな成長可能性を秘めています。

特に食品製造業では、人手不足、生産性の低さ、そして労災リスクという 3 つの構造的課題を抱えており、ロボッ

トによる工程自動化が強く求められています。

事業概略、財務戦略・資本政策、人的資本強化
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当社はこうした社会課題に応える存在として、食品・医薬品領域を中心にロボットソリューションの提供を拡

大し、業界全体の変革に貢献していきます。

食品製造業における工程別の人員分布とロボット省人化の余地

事業戦略

© JRC Co., Ltd.

食品製造・加工、包装・充填、原料処理の３工程に人員が集中しており、一定の機械化は進むも、ロボット化のニーズが大きい

ロボット 事業

無回答 人 ～ 人 ～ 人 ～ 人 人以上 機械化の比率 ロボット化の比率 今後ロボット化したい工程

原料処理

食品製造・加工

鮮度管理・品質保持

計測・分析・検査

包装・充填

保管・搬送・移動

その他

導入の難易度：中
包装前の食品を直接取り扱う場合
は、
導入の難易度が高まる

導入の難易度：高
原材料が多種多様で、差異が大きいた
め、個別開発が必要となる

導入の難易度：低
パレタイザー等の汎用ロボットを導入
することが可能であり、難易度が低い

図表（左） 生産工程別の人員の分布 図表（右） 機械化・ロボット化の状況 ロボット導入ニーズ

例： パレタイジング作業

例： 商品箱詰め作業

※ 出所： 北海道経済産業局 「食料品製造業へのロボット導入の促進」に関する調査報告書

食品製造業では、特に「原料処理」「製造・加工」「包装・充填」の 3 工程に人員が集中しています。その一方で、

ロボット化の比率はまだ低く、現場からは「今後ロボット化したい」という強いニーズが表れています。

当社は、導入の難易度や工程特性をふまえた最適な提案で、この未開拓ゾーンに対して柔軟に対応し、付加価

値の高い自動化を実現してまいります。

ロボット 市場における競合と当社ポジション

事業戦略

© JRC Co., Ltd.

ロボット 事業

“プチラインビルダー” として、大手・中小が参入しづらい中規模需要を捉え、ポジショニング優位を確立し、成長市場を攻略

当社

標準化

小

大

カスタマイズ

案
件
規
模

中小

地場

大手

（メガラインビルダー）

対応スタイル

「量産型」でも「一点モノ」でもない

“ミドルレンジ案件”の受け皿へ

■ 大手 （メガラインビルダー）

• 大規模工場向けの標準化されたソリューションを量産導入

• スケールメリットを活かした“大量導入モデル”

• 一方で、個別性の高い中規模案件には対応しづらい傾向（参入メリットが少ない）

■ のポジション：「中堅規模 × 準標準ライン」の領域を担う

• 大手には見過ごされがち、中小には難しい“中規模・複合案件”に対応

• フルスクラッチではなく、柔軟なカスタマイズ提案が可能

• 量産型のパッケージ品では拾いきれない現場のリアルな困りごとに寄り添える体制

• “プチラインビルダー”として成長領域を狙い撃ちするポジショニング

■ 中小地場

• 小規模案件が中心で価格競争に陥りやすい

• 特定顧客向けのカスタマイズ対応にリソースを取られがち

• 標準化や複合提案に必要な体制が不十分（一品一葉対応が多い）

ロボット SI 市場は、大手の「メガラインビルダー」と、地場の中小 SIer に二極化しています。

当社はその中間領域、すなわち「中規模で柔軟なカスタマイズを求める案件」に特化した “ プチラインビルダー ”

として、独自のポジションを確立しています。

大手が見過ごしやすく、中小では対応が難しいこの領域で、当社は柔軟性と提案力を武器に着実に実績を積み

重ねております。

事業概略、財務戦略・資本政策、人的資本強化
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複合ライン提案により単品受注から脱却 — 収益性・競争力の飛躍へ

事業戦略

© JRC Co., Ltd.

ロボット 事業

提案範囲 × 優位性 × 単価 × 顧客価値 × 展開性 を同時に引き上げる、戦略的「複合ライン提案」へのシフトを加速

を通じた事業統合により、“プチラインビルダー”体制を現実化

これまで 複合ライン提案局所単体の装置受注が中心 ライン全体を一括で構築・受注するトータルソリューション

※ イメージ画像

一括構築・受注

各工程を連携させた複合ライン提案例① デパレタイズ （原料袋の積み下ろし）

② パラレルリンク （商品の仕分け・整列）

③ ロボットケーサー （箱詰め）・封函機

④ パレタイズ （パレットへの積み付け）

２

３

４

パレタイズ
（単体）

パラレルリンク
（単体）

ロボットケーサー
（単体）

提案範囲 局所的なシステム（単体） 工場内の複合工程を連携した一括提案

差別化 困難（中小地場 との価格競争に陥りがち） 優位性・参入障壁を確保（総合力）

受注単価 低い（伸びにくい） 高い（例： 案件 万円〜数億円）

顧客価値 限定的 工程全体の最適化＋運用改善 ⇒ 向上でリピート受注へ

水平展開 困難（一品一葉のカスタマイズ対応になりがち） 大手食品メーカー、医薬品メーカーへの水平展開も視野に

当社は従来の単品装置の受注スタイルから脱却し、複数の工程を一括で提案する「複合ライン提案」へと戦略

を転換しています。

これにより、提案範囲の広がりと同時に、受注単価の上昇、顧客価値の最大化、そして競争優位性の確保を実

現しています。

今後は、ライン全体の最適化ニーズに応えるトータルソリューション提供企業として、業界内でのプレゼンス

をさらに高めてまいります。

事業戦略

© JRC Co., Ltd.

● 食品・医薬品業界に注力

・ 食品・医薬品分野のノウハウ強化し、他の成長分野にも展開

● 「複合ライン提案」でポジション確立

・ ノウハウ不足の顧客に対してライン提案
・ “プチラインビルダー”としての立ち位置を確立

● ＋αの成長要素 （複合ライン＋ ）

・ ライン＋ 領域に進出し、より高度な自動化ソリューションを提供
・ マーケティングを高度化し、効果的なプロモーションを展開

「食品・医薬品業界への注力」と「複合ライン提案＋ 」を推進

・ ２０２ 期 売上高 億円規模へ （ 期比：約 ％）

・ ２０２ 期 営業利益 億円規模へ （ 期比：約 ％）

食品・医薬品分野への「複合ライン提案」による収益強化とシェア拡大

ロボット 事業

売上高

（単位：百万円）

年 月期（実績） 年 月期（計画）

営業利益

（単位：百万円）

年 月期（実績） 年 月期（計画）

今後の重点施策として、食品・医薬品分野への注力を継続し、複合ラインの提案力をさらに磨いてまいります。

さらに、DX 技術と組み合わせた高度な自動化ソリューションを提供することで、顧客の課題解決力を飛躍的

に高めます。

こうした取り組みにより、ロボット SI 事業の売上は 2025 年比で 2.1 倍、21 億円規模への成長を見込んでお

ります。

事業概略、財務戦略・資本政策、人的資本強化
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事業戦略

© JRC Co., Ltd.

事業の ＆ 戦略

事業セグメント
【３事業共通の ＆ 目的】 持続的な企業価値の向上と非連続的な成長の実現

目指す姿 主な目的

コンベヤ搬送領域だけでなく

その周辺領域も含めた

トータルソリューションの提供能力の拡大

• コンベヤ搬送及び周辺領域の技術・ノウハウの獲得

• 工事・メンテナンス業務領域の取り込み

• 設計・生産能力・エリアの拡大

ワンストップ体制と隣接領域を含めた

トータルエンジニアリングの強化

• 設計・製作・据付・メンテナンスのワンストップ体制強化

• バリューチェーン隣接領域の取り込み

• 設計・生産能力・エリアの拡大

拡販可能な技術を有する

ロボット関連企業を対象とした

ロボット自動化コンソーシアムの形成

• 自動化技術・ノウハウの獲得

• 既存顧客との強い関係性（リピート）の強化

• 標準化・拡販可能な案件の拡大

コンベヤ事業

ロボット 事業

企業ミッション

時代が直面する課題を解決し、社会発展の基盤づくりに貢献するソリューションを創造しつづける。

環境プラント事業

JRC グループでは、M&A を「非連続的な成長を実現するための戦略的手段」と位置づけています。

各事業において、既存領域の強化と隣接領域への拡張を図るとともに、持続的な企業価値の向上を目的にして

います。

コンベヤ事業では搬送周辺の技術や工事領域を、環境プラントではバリューチェーン全体を、ロボット SI で

はロボット自動化コンソーシアムの形成を意図した M&A を進めており、今後も積極的に活用してまいります。

© JRC Co., Ltd.

財務戦略・資本政策

続いて、当社の財務戦略および資本政策についてご説明いたします。

成長投資と資本効率の両立をどのように図っているか、その基本的な考え方をご紹介いたします。

事業概略、財務戦略・資本政策、人的資本強化
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財務戦略・資本政策

© JRC Co., Ltd.

に対する考え方

年 月期
（実績）

６年２月期
（予想）

８年２月期
（目標）

に対する考え方／施策

５．７％ ％ ５ ２ ％ ■ ５％以上の高い水準を維持

（収益性）
①売上高純利益率
当期純利益÷売上高

（資産効率性）
②総資産回転率
売上高÷総資産

③財務レバレッジ
総資産÷自己資本

％ ％ ０％

１ ０回 回 回

７倍 ６倍 ２倍

高水準の売上利益率を維持
・ 適切な材料比率マネジメント
・ 高収益なソリューション・環境プラント・ロボット 拡大

中長期の継続的な効率性改善
・ 事業別資産効率性を高める全社管理の
・ 事業拡大に対する運転資本の効率化、不要資産圧縮

追加投資に対応可能な最適資本構成の構築
・ なかりせば計画では、自己資本比率向上
・ 成長投資及び に対し、 レシオをコントロール

×

×

当社は、ROE25% 以上という高水準の維持を目指しており、収益性・資産効率・財務レバレッジの 3 つの観

点から継続的に改善を図っています。

特に今後は、事業別での資産効率管理や、運転資本の最適化、不要資産の圧縮などを通じて、実効性ある経営

指標の向上に取り組んでいきます。

初年度となる 2026 年 2 月期は一時的に ROE が下がる見通しですが、中計期間を通じてしっかりと回復軌道

に乗せてまいります。

財務戦略・資本政策

© JRC Co., Ltd.

キャッシュ・アロケーション

• コンベヤ事業の安定したキャッシュフローを活用し、成長領域への投資および魅力ある株主還元を進める基本方針

• 資本構成を最適化し、必要に応じて、借入金を活用した成長投資を推進することで、持続的な事業拡大を目指す

キャッシュイン キャッシュアウト

３か年創出
キャッシュフロー

億円～

国内コンベヤ及び

既存事業の

安定的な収益確保

必要に応じた

成長資金の外部調達

配当性向 ％継続

・ 国内事業へ再投資

・ 海外事業への投資

・ 人的資本への投資

・ 投資

株主還元

成長投資

＆ 投資

※計画には含まず

を積極活用し、

各事業領域の拡大や

新規事業の創出を推進

資金調達

中計 3 年間では、合計で 40 億円以上のキャッシュフロー創出を見込んでいます。

安定した国内コンベヤ事業の収益をベースに、成長事業や人的資本、DX などへの再投資を実行しつつ、

M&A については必要に応じて借入を活用する方針です。

また、株主還元についても、配当性向 30% を基本方針として安定的な還元を継続してまいります。

事業概略、財務戦略・資本政策、人的資本強化
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© JRC Co., Ltd.

人的資本強化

続いて、「人的資本経営」についてご説明いたします。

人的資本強化

© JRC Co., Ltd.

の人的資本経営

ＪＲＣの人的資本経営

企業価値向上 個人価値向上

経営戦略と
人事戦略の連動

社員幸福度の
追求

企業価値と個人価値の向上

中長期的な
社会価値の向上

人的資本強化における つの重要施策

従業員

エンゲージメント向上

採用戦略の強化・

人材教育体系の整備

人事評価制度の

再構築

社員のリスキリング

施策の実施

女性管理職比率の

向上

当社では、中長期的な社会価値の向上のため、「経営戦略と人事戦略の連動」による企業価値向上と、「社員幸

福度の追求」による個人価値の向上の両面の視点から、人的資本強化を推進しています。

制度面・風土面の両面から継続的な取り組みを行うべく、5 つの重要施策を挙げております。

事業概略、財務戦略・資本政策、人的資本強化
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人的資本強化
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「人的資本強化」 の取り組み内容

重要施策 具体的な取り組み

従業員エンゲージメントの向上

• 多様な働き方の実現

• フレキシブルなキャリア形成支援

• 成果や貢献度に応じたインセンティブ制度の導入

採用戦略の強化および人材教育体系の整備

• 採用方法の多様化と採用ブランディングの強化

• 人材育成体系の構築・運用

• 中核人材の早期選抜と若手社員の活躍推進

人事評価制度の再構築

• 公正・透明な評価プロセスの構築

• 挑戦機会を創出する等級制度の導入

• 自己成長と会社業績に基づく賃金制度への改革

社員のリスキリング施策の実施

• 自律的なキャリア開発の推進

• 人財（デジタル人財）育成

• キャリアサポート体制の確立

女性管理職比率の向上

• 男女間処遇格差の見直し

• 男性育児休業取得促進

• 女性活躍推進（採用・福利厚生・働き方）

中長期の企業価値向上に向けて、人的資本への継続的な投資と制度改革を推進し、“選ばれ・活かされ・育つ”組織を実現

具体的には、以下の 5 つの領域に注力しています。

1 つ目は、従業員エンゲージメントの向上。柔軟な働き方やキャリア形成支援を通じ、働きがいを高めます。

2 つ目は、採用戦略と教育体系の強化。人材の獲得と育成を一体的に進めています。

3 つ目は、公正な人事評価制度の再構築。挑戦を促し、成果を正当に評価します。

4 つ目は、社員のリスキリング。デジタル人材の育成を含め、自律的なキャリア開発を支援しています。

そして 5 つ目は、多様性の推進。特に女性管理職比率の向上を重要テーマとしています。

これらの施策を通じ、人的資本を戦略的に活用してまいります。

事業概略、財務戦略・資本政策、人的資本強化



本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。

Important disclosures and disclaimers appear at the back of this document.

Briefing Transcription

FISCO Ltd.

https://www.fisco.co.jp

2025 年 4月25日（金）株式会社 JRC
6224  東証グロース市場  機械

31 36

	█DX戦略、サステナビリティ

© JRC Co., Ltd.

戦略

続いて、「DX 戦略」についてご説明いたします。

戦略

© JRC Co., Ltd.

持続的成長と企業価値向上を加速する、戦略的 基盤の構築

単なる 導入ではなく、収益性・意思決定・資本効率に直結する「経営変革」としての を推進

攻めの ／顧客接点・サービス・営業支援
（ ）

守りの ／業務基盤・記録・管理
（ ）

洞察の ／分析・意思決定・戦略立案
（ ）

主な役割
価値

• 売上・ の最大化
• 新規事業・市場開拓
• 顧客接点の高度化（デジタル化）

主な役割
価値

• 業務品質・再現性の向上
• 固定費・間接費の削減
• 人的資源の最適活用（自動化含む）

連携

戦略の頭脳

顧客との前線 業務の土台

推進によるインパクト

労働生産性の向上 売上・顧客満足度の向上 在庫最適化・コスト削減 意思決定の高度化 競争優位の確立

・ ・ による価値創出のデータ連携

主な役割
価値

• データドリブン経営の促進
• 市場トレンドに基づく戦略策定
• ・データ分析による 推進

当社では DX を単なる IT 導入にとどまらず、経営の根幹を変革する経営戦略そのものとして位置づけています。

「攻め」「守り」「洞察」の 3 層構造で展開しています。

SoE、SoR、SoI、これらを統合し、データドリブン経営を推進することで、業務効率の向上や意思決定の迅

速化に加え、新たな価値創出にもつなげていく考えです。
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© JRC Co., Ltd.

サステナビリティ

続いて、「サステナビリティ」についてご説明いたします。

サステナビリティ基本方針の戦略的位置づけと役割

© JRC Co., Ltd.

• サステナビリティは、当社の企業理念と中期経営計画・年次方針とをつなぐ中心軸

• 社会的責任の遂行にとどまらず、企業成長と競争力強化の基盤として取り組みを推進

企業理念

サステナビリティ
基本方針

中期経営計画・年次方針

世の中の「不」をなくす （ ）

「持続可能な社会の実現」と「中長期的な企業価値の向上」の

両立を目指し、マテリアリティに基づく取り組みを推進する

持続可能な成長戦略を加速し、資本効率を高める経営を目指す

サステナビリティ

JRC のサステナビリティ基本方針は、「世の中の不をなくす」という企業理念をベースに構成されています。

事業を通じた社会課題の解決を出発点とし、中期経営計画や年次方針と連動させながら、実効性のある活動を

継続しています。

当社にとってサステナビリティは、事業成長そのものと表裏一体であり、社会的責任を果たしながら企業競争

力を高める取り組みでもあります。

DX戦略、サステナビリティ
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８つのマテリアリティ（重要事項）とその戦略的役割

© JRC Co., Ltd.

• サステナビリティは、当社の企業理念と中期経営計画・年次方針とをつなぐ中心軸

• 社会的責任の遂行にとどまらず、企業成長と競争力強化の基盤として取り組みを推進

サステナビリティ

区分 マテリアリティ 目指す状態

パーパス（ ） 社会課題解決のためのイノベーション創出 柔軟かつ迅速に社会課題へ対応できる革新的な製品や仕組みが、持続的に創出されている

社会（ ） 人材育成 社員一人ひとりのキャリアビジョンと会社の期待役割の両立を支援する人財育成計画が、着実に実践されている

社会（ ） インクルーシブな組織づくり 多様な人材が互いを尊重し合い、やりがいと安心感を持って長く働ける組織が実現されている

社会（ ） 働きやすさと働きがいのある職場づくり 心身の健康が保たれ、モチベーション高く働ける環境の中で、社員のエンゲージメントが継続的に向上している

社会（ ） 労働生産性の向上 デジタル技術の活用によって時間とコストのムダを削減し、すべての業務において好循環が生まれている

環境（ ） 事業活動全体での 削減 事業活動のライフサイクル全体で 排出量を削減し、脱炭素社会への貢献と持続可能な成長の両立を実現している

環境（ ） 持続可能な原材料の調達 持続可能性が担保された原材料の調達を進め、環境負荷の低減と調達リスクの最小化を両立している

ガバナンス（ ） ガバナンス体制の強化 コーポレートガバナンス・コードへの準拠、情報資産の適切な管理、 体制の整備が継続的に実施されている

具体的な取り組みとして、当社では「8 つのマテリアリティ（重要課題）」を特定しています。

これには、各マテリアリティごとに目指す状態を明確に設定し、日々の事業活動に組み込むことで、環境・社

会・企業価値の同時向上を図ってまいります。

DX戦略、サステナビリティ
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	█ 2026 年 2月期　連結業績予想
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年 月期
連結業績予想

次に、2026 年 2 月期 連結業績予想についてご説明いたします。

年 月期連結業績の見通し

年 月期 連結業績予想

© JRC Co., Ltd.

年
月期実績

年
月期実績

年 月期連結業績予想 前期比

上期 下期 通期 増減額 増減率

売 上 高 ＋ ＋ ％

コ ン ベ ヤ 事 業 ＋ ＋ ％

環境プラント事業 ＋ ＋ ％

ロボット 事業 ９ ＋ ＋ ％

調整額 △６３ △６０ △ △５０ △１００

売 上 総 利 益 ＋ ＋ ％

売上総利益率 ％ ６ ％ ％ ％ ％ － △

営 業 利 益 ＋ ＋ ％

コ ン ベ ヤ 事 業 ９ ０ ４ ５ ＋ ＋ ％

環境プラント事業 ％

ロボット 事業 ＋ ＋ ％

調整額 △６６２ △７９９ △４７４ △４３８ △９１２

営業利益率 ％ ％ ％ ％ ％ － ＋

経 常 利 益 ＋ ＋ ％

当 期 純 利 益 ＋ ＋ ％

（単位：百万円）

2026 年 2 月期の連結業績は

売上高		 136 億 6 千 3 百万円

営業利益	 17 億 2 千 8 百万円

経常利益	 17 億 1 千 3 百万円

当期純利益	 11 億 4 千 7 百万円

とし、中期経営計画初年度として 5 期連続の増収・増益を目指します。

セグメント別業績につきましては

コンベヤ事業では

売上高		 94 億 6 千万円

営業利益	 21 億 1 千 5 百万円
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環境プラント事業では、

売上高		 26 億 4 千 5 百万円

営業利益	 4 億 5 千 2 百万円

ロボット SI 事業では

売上高		 16 億 2 千 1 百万円

営業利益 	 7 千 3 百万円

とし、それぞれの事業においても過去最高の収益を目指します。

計画

年 月期 連結業績予想

© JRC Co., Ltd.

年 月期 年 月期 年 月期

実績 計画 実績 達成率 計画

全 社

売 上 高 ％

営 業 利 益 ％

営 業 利 益 率 ％ ％ ％ △ ％

－ ％ － ％

コ ン ベ ヤ 事 業

ソ リ ュ ー シ ョ ン
売 上 高

％

ソ リ ュ ー シ ョ ン
売 上 高 比 率

％ ％ ％ △ ％

環境プラント事業
受 注 高 － －

営 業 利 益 － －

ロボット 事業
受 注 高 ％

営 業 利 益 ％

（単位：百万円）

2026 年 2 月期の KPI につきましては、ROE 計画や環境プラント事業を加えるとともに、引き続きチャレン

ジングな目標を設定のうえ、力強い成長を目指します。

株主還元

年 月期 連結業績予想

基本方針・配当予想

年 月期 年 月期

株 当 た り 配 当 金
中間（実績） 期末（予想） 年間（予想） 中間（予想） 期末（予想） 年間（予想）

円 円（※） 円（※） 円 円 円

配 当 性 向 － － ％ － － ％

© JRC Co., Ltd.

当社は、株主に対する利益還元を経営上の重要課題の一つと認識し、将来の事業展開と経営体質の強化のため
に必要な内部留保を確保しつつ、継続的かつ安定した配当を行うことを基本方針とし、連結配当性向 ％程度を
目安に配当の実施を目指しております。この方針に基づき、剰余金の配当は期末配当の年１回の実施としておりま
したが、中長期的な株主価値の向上を図る観点から、株主の皆様への利益還元の機会の一層の充実を図るため、

年２月期より、剰余金の配当を中間配当と期末配当の年２回の実施とすることといたしました。

以上のことから、 年 月期の期末配当金につきましては、 株当たり 円（※）を予定しております。従いま
して、中間配当金 株当たり 円を加えた当期の年間配当金は、 株当たり 円（※）となる予定です。

年 月期の配当金につきましては、１株当たり中間 円、期末 円の年間 円を予定しております。

※ 年 月 日開催の第 期定時株主総会決議により確定します。

最後に、株主還元についてご説明いたします。

2025 年 2 月期につきましては、2024 年 10 月に実施しました中間配当 1 株あたり 13 円に加え、期末 13 円

の年間 26 円の配当を予定しております。

2026 年 2月期　連結業績予想
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2026 年 2 月期につきましては、継続的かつ安定した配当を行う基本方針のもと、引き続き、連結配当性向

30% 程度を目安に、中間配当 1 株あたり 13 円、期末配当 14 円の年間 27 円を予定し、5 期連続の増収増益

に加え、増配を目指します。

説明は以上になります。

ご清聴、ありがとうございました。

2026 年 2月期　連結業績予想
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